
  

なぜＯＳＣに「トキ」か？

内閣府認証ＮＰＯ法人地域自立ソフトウェア連携機構（ＭＳＣＯ）
理事・事務局長　高橋正視(masami@msco.jp)



  

本日の予定

【１】ＮＰＯ法人ＭＳＣＯの紹介

【２】学生ボランティア、企業ＣＳＲ活動
としてのトキ野生復帰ボランティアの
紹介

【３】佐渡トキ検定アプリの紹介

【４】被災地支援の郷土検定アプリなど
の開発協力者募集



  

【１】ＮＰＯ法人ＭＳＣＯとは？

 （内閣府認証）特定非営利活動法人地域自立
ソフトウェア連携（ＭＳＣＯ）

・この法人の英文名は、Municipality Software 
Co-operation Organizationとし、略称は
MSCOとする。

・Municipality ・・・「自治体の」

・翻訳すると「地方自治体ソフトウェア協力機
構」



  

平成の大合併の前に設立

・MSCO設立記念シンポジウム（2003年１月31
日）

・当時は３３００の自治体があった

・ＵＢＡ（UNIX Business Association）の支援を
受けて設立

・会員企業はサン・マイクロシステムズなど

・2003年のビッジネスシヨウに共同出展



  

自治体からは相手にされず・・・

・人口３０万の市でも、人口３万の町でも、システ
ムの開発費は同じ（大手ＩＴゼネコンが受注）

・小さな地元の会社でも、横連携すれば、地元
の自治体のソフト開発が安くできるはず

・オープンソースにできなくても、会員同士では
ソースを共有して開発しよう

・しかし、平成の大合併後も、地方自治体のシス
テムは大手ＩＴゼネコンが受託



  

自治体の職員の意識が問題？

・阪神淡路大震災の時に、西宮市の職員が開
発した「被災者支援システム」も、ソースが公
開され自治体は無料で使えるようになってい
るのに、ほとんど導入されなかった

・ソフトは導入すれば良いというわけではないの
に、業者丸投げの自治体も多い

・徐々にではあるが職員の意識も変わってきて
いるので、オープンソースを活用する自治体も
増えてきた



  

【２】トキの野生復帰

（１）トキは日本中の空を飛んでいたが、明
治以降の乱獲等で日本産のトキは絶滅。

（２）中国から贈られたトキの人工飼育に成
功。日本のトキが１００羽以上になったの
で２００８年から飼育トキを放鳥。まだ自
然界での繁殖はない。

（３）トキの餌場を確保するために、休耕田
をビオトープとして整備している。



  

大食いの鳥

トキの体重は２ｋｇ
くらい。

１日に２００ｇの餌
を食べる。

トキの餌は、ドジョ
ウ、タニシ、カエ
ル・・・



  

作業１：ビオトープづくり　→　整備

休耕田をビオトープ
にし、トキの餌場と
する作業。
麦わら帽子、長袖、
手袋、長靴での作業
地元の方々との世
代間交流・地域間交
流



  

作業２：生き物調査

すでに作られていた
ビオトープの生き物
を調べる
農薬を使わない田
んぼにはクモの巣が
発見できる



  

生き物いっぱいの田んぼ



  

トキ保護だけが目的ではない

 トキは日本中の里地・里山にいた
 最後は豊かな自然が残る佐渡だけに生
息していた

 トキが棲めなくなった土地は、人間にも
住みやすいところではないのでは

 佐渡を、トキも人間も共生できる島にしよ
う→日本も再生しよう



  

佐渡は日本の重心（？）



  

佐渡は日本の縮図

 佐渡はリンゴもみかんも収穫され、マグ
ロやブリも捕れる。高くない山に高山植
物を見つけることができる

 佐渡は人口63,000人、毎年1,000名の
人口減が続いている

 佐渡の山林は日本一荒れている
 大震災がなくても、佐渡は危機的な状態



  

佐渡が元気にしてから・・・

 佐渡を元気にしてから、日本を元気にし
よう

 佐渡トキ検定→被災地支援の郷土検定
 アンドロイドタブレットで佐渡の第１次産
業を元気に

 佐渡を、オープンソースアイランドに
 いずれはOSC佐渡？



  

東京工科大学では単位認定

 東京工科大学では、１週間のボランティ
ア活動に対して単位認定の制度あり

 私は、東京工科大学で「ボランティアの
理論と実践」という講座を担当していた

 佐渡島ボランティアはＮＰＯ法人の企画
で実施、大学から金銭的な支援をされて
いるわけではない

 学生からボランティア認定料がＮＰＯに



  

佐渡には大学がない

 佐渡には大学がないので、多くの大学生
の来島を歓迎

 多くの大学が佐渡で研究のために来島
しているが、何をやってるのか地元の
方々にはわからない

 東京工科大学の学生のように、地元の
方々と作業できるプログラムが必要とさ
れているようだ



  

新潟県から業務委託されました

 もっと多くの大学生を佐渡に連れてきて
欲しい→東大の９月入学などが始まれ
ば、高校卒業後のプログラムとしても注
目される（？）

 企業ＣＳＲ活動としても、佐渡でのトキの
野生復帰ボランティア活動はＰＲ効果高
いのでは・・・

 新潟県から、ＮＰＯ法人ＭＳＣＯに、首都
圏でのセミナー実施の業務委託



  

丸秘情報ですが・・・

　　地元でトキ
の餌場確保
を続けてい
る人は明星
大学の卒業
生



  

【３】佐渡トキ検定アプリの紹介

・NPO法人地域自立ソフト
ウェア連携機構（MSCO）で
は、日本財団の助成事業と
して「佐渡トキ検定」を実施

・従来の紙と鉛筆による試験
（ＰＰＴ・・・Paper and 
Pencil Tesｔｓ）ではなく、い
つでもどこでも実施できる
随時試験を開始



  

お酒を飲みながらテスト（１）



  

お酒を飲みながらテスト（２）



  

ご当地検定の現状

 日本人は難しいテストが好き。３級くらいに受
かっても魅力がない。

 ３級の受験者が増えないので、赤字の自治体
が多い。

 合格者のメリットが少ないと受験者も増えな
い。

 公式テキストに誤りが多いと非難され、毎年
の改定にもお金がかかる。

 ほとんどが赤字



  

ご当地検定（３級）の応募者・受検者

３級

？
？ 5,934
？ 7,085
？ 5,608 6,938
？ 3,888 3,651 3,007

中止 3,164 2,115 940 1,035(?)
2,350 1,158 677 514(?)
2,422 994 206(?) 650 中止

247

博多っ
子検定

京都・
観光文
化検定

江戸文
化歴史
検定

ニイガタ
検定

佐渡観
光・文化

検定

沖縄大
好き検定

2003年
2004年
2005年
2006年
2007年
2008年
2009年
2010年
2011年



  

日本型テストの限界

 問題の難易度を調整するのが難しい。
 採点後に調整（古典的テスト理論・・・偏
差値の採用など）

 年に何回も実施するテストでは、公平な
試験の実施が難しい。

 試験監督が大変になった。（携帯でのカ
ンニング）



  

ある国家試験（資格試験）

年度 申込者数 受験者数 合格者数 合格率

平成８年度 43,267 36,655 2,240 6.11%

平成９年度 39,746 33,957 2,902 8.55%

平成１０年度 39,291 33,408 1,956 5.85%

平成１１年度 40,208 34,742 1,489 4.29%

平成１２年度 51,919 44,446 3,558 8.01%

平成１３年度 71,366 61,065 6,691 10.96%

平成１４年度 78,826 67,040 12,894 19.23%

平成１５年度 96,042 81,242 2,345 2.89%

平成１６年度 93,923 78,683 4,196 5.33%

平成１７年度 89,276 74,762 1,961 2.62%



  

日本のテストはいい加減

 その分野の専門家が問題を作成しているだ
けで、テスト理論の専門家が入っていない。
問題の難易度の調整が難しい。

 日本は入口テスト、アメリカは出口テスト。全
国一斉に同じ条件で実施するので、「受験に
関して有利不利はない」とされているだけ。

 日本では、問題の評価があまり行われない。

 本来は学習したことをテストするはずが、テス
トのための学習になっている。



  

文部科学省も問題の評価に注目

 さまざまな検定が増え検定の質が問われて
いる

 検定を個人が獲得したキャリアと見る時、客
観的な質やレベルを知りたいという声が多く
なっている

 以前は「文部省認定試験」があったが、小泉
改革で廃止。しかし、文部科学省は、試験の
質を評価するための指針を作る方針を打ち
出した



  

アメリカ型テストの提案

・コンピュータを使って、いつでもどこでも
実施できる試験を！

・採点後に調整ができないので、テスト理
論を用いた研究が必要。

・古典的テスト理論→項目反応理論

・専門家だけでなく、テスト理論の研究者も
含めた問題作成や評価、分析



  

ご当地検定はアメリカ型のテスト

 ご当地検定は、「日本型のテスト」（大き
な問題を少ない数で出題）ではなくて、ア
メリカ型のテスト（小さい問題をたくさん出
題する）が多い。

 アメリカ型のテストであれば、全国一斉
に紙と鉛筆のよるテストでなく、コン
ピューターによる随時テストが向いてい
る。



  

なぜ、絶対評価が可能か



  

佐渡トキ検定の実施目的

（１）佐渡のトキの野生復帰運動に東京工科大学の
学生が多数参加。大学の単位になるし、就職にも
有利だということで、希望者が殺到。他の大学から
も参加希望がある。

（２）不純な目的の学生が増えると、地元に迷惑をか
ける恐れがあるので、あらかじめ佐渡とトキのこと
を勉強した学生だけを連れて行きたい。

（３）落とすために試験ではないから、勉強した人は全
員受かる試験であってもよい。



  

【４】被災者支援アプリを作ろう

・NPO法人地域自立ソフト
ウェア連携機構（MSCO）で
は、日本財団の助成事業と
して「佐渡トキ検定」を実施

・このソフトをオープンソース
として公開して、他の郷土
検定や被災地支援の郷土
検定などが実施できるよう
にしてはどうか。



  

３．１１以降のボランティア

【１】義援金を寄付

【２】被災地に行って様々なボランティ
ア活動

【３】被災地の商品を購入

【４】被災地のことを勉強して、復興を
楽しみに待つボランティア



  

【協力者募集】

　被災地支援の郷土
検定アプリを作ろう！

内閣府認証ＮＰＯ法人地域自立ソフトウェア連携機構（ＭＳＣＯ）
理事・事務局長　高橋正視(masami@msco.jp)



  

第１回全国郷土検定サミット



  

今後の予定

 NPO法人MSCOでアンドロイド分科会
 まず簡単な検定用アプリを開発
 その後は、様々な検定に使えるアプリを
共同開発

 アプリ開発に興味のない方は、問題集
（アイテムバンク）の整備

 みんなで被災地支援用の検定アプリを作
ろう
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